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福
島
県
規
則
第
七
十
七
号
 

福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
 

  福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
（
平
成
十
二
年
福
島
県
規
則
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。
 

第
二
条
第
十
三
号
を
削
り
、
同
条
第
十
四
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
中
第
十
五
号
か
ら
第
十

八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
九
号
中
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
を
部
次
長
若
し
く

は
所
長
が
総
室
若
し
く
は
」
を
「
を
部
次
長
が
総
室
の
事
務
室
に
お
い
て
、
又
は
所
長
が
」
に
改
め
、

「
又
は
電
子
文
書
を
部
次
長
若
し
く
は
所
長
が
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
」を
削
り
、

同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
二
十
号
中
「
（
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同

条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二

十
四
号
中
「
、
決
裁
、
保
存
、
廃
棄
等
の
事
務
の
処
理
及
び
」
を
「
及
び
決
裁
に
係
る
記
録
並
び
に
」

に
、
「
管
理
等
」
を
「
管
理
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
す
る
。
 

 
第
三
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
事
案
に
」
 

を
「
事
案
の
処
理
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
 

る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
文
書
等
の
作
成
は
、
当
該
事
案
の
処
理
に
係
る
経
緯
を
含
め
た
意
思
決
定
に

至
る
過
程
並
び
に
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
（
電
子
文
書
並
び
に
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
作
成
す
る
紙
文
書
 

で
あ
る
起
案
文
書
、
回
覧
文
書
及
び
施
行
文
書
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。
 

  第
五
条
の
三
第
一
項
中
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
そ
の
他
の
知
事
が
」
を
「
知
事
が
別
に
」
に
改
め
る
。 

 
第
五
条
の
四
の
見
出
し
中
「
電
子
文
書
」
を
「
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
係
る
 

知
事
が
別
に
定
め
る
事
項
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記
録
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
を
次
に
よ
り
収
受
 

す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。
 

 
一
 
電
磁
的
記
録
を
出
力
し
た
用
紙
（
当
該
出
力
す
る
用
紙
が
著
し
く
多
量
で
あ
る
電
磁
的
記
録
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
を
出
力
し
た
用
紙
）
の
余
白
に
収
受
印
（
様
式
第
四
号
）
を
押
す
こ
と
。
 

 
二
 
当
該
電
磁
的
記
録
に
係
る
知
事
が
別
に
定
め
る
事
項
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記
録
す
る
こ
と

（
内
容
が
軽
易
な
電
磁
的
記
録
を
除
く
。
）
。
 

 
第
七
条
第
三
項
第
一
号
中
「
電
磁
的
記
録
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
電
磁
的
記
録
に
あ
っ

て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
（
当
該
出
力
す
る
用
紙
が
著
し
く
多
量
で
あ
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
を
出
力
し
た
用
紙
）
」
に
改
め
、
「
（
様
式
第
四
号
）
」
を
削
り
、
同
項

第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
名
あ
て
人
」
を
「
名
宛
人
」
に
改
め
る
。
 

 
第
九
条
第
一
項
中
「
起
案
し
た
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
及
び
記
録
す
る
」
を
「
発
議
書
（
様
式
第

五
号
の
二
）
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
作
成
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
電

子
文
書
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
」
を
「
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削

り
、
同
項
第
四
号
中
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
起
案
し
な
い
こ
と
が
合
理
的
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
」

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
起
案
し
な
い
こ

と
が
合
理
的
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
第
三
号
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条

第
三
項
を
削
る
。
 

第
十
九
条
第
一
項
中
「
電
子
文
書
」
を
「
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
（
電
子
文
書

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
あ

て
」
を
「
宛
て
」
に
改
め
る
。
 

第
十
九
条
の
二
中
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
又
は
」
を
削
り
、
「
電
子
文
書
等
」
を
「
文
書
等
（
電
磁

的
記
録
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。
 

第
二
十
条
第
一
項
中
「
電
子
文
書
を
除
く
」
を
「
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を

用
紙
に
出
力
し
た
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
改
め
る
。
 

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
送
信
」
の
下
に
「
（
第
十
九
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施

行
文
書
の
発
送
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。
 

 
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
電
子
文
書
で
あ
る
完
結
文
書
に
あ
っ
て
は
保
管
す
る
期
間
を
い
い
、
電
子

文
書
で
な
い
完
結
文
書
に
あ
っ
て
は
」
を
削
る
。
 

 
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
電
子
文
書
で
な
い
」
及
び
「
以
下
第
三
項
を
除
き
、
」
を
削
り
、
同
条
第

三
項
を
削
る
。
 

 
第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
消
去
の
方
法
）
」
を
削
る
。
 

 
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
電
子
文
書
で
な
い
」
及
び
「
第
五
項
を
除
き
、
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項

を
削
る
。
 

  第
三
十
三
条
第
四
項
中
「
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
消
去
の
方
法
）
」
を
削
る
。
 

 
附
則
第
六
項
を
削
る
。
 

 
様
式
第
四
号
中
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
改
め
る
。
 

 
様
式
第
五
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

「
第
７
条
関
係
」
 
「
第
５
条
の
４
、
第
７
条
関
係
」
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様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

  
 
 
附
 
則
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
二
項
の
改
正
規

定
（
「
事
案
に
」
を
「
事
案
の
処
理
に
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
条
第
四
項
並
び

に
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
二
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と

い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
第
二
条
第
十
三
号

に
規
定
す
る
電
子
文
書
で
あ
る
改
正
前
の
規
則
第
二
条
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
保
管
文
書
（
以
下

「
電
子
保
管
文
書
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
（
以
下
「
改

正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
部
次
長
に
あ
っ
て
は
改
正
後
の
規
則
第
二

条
第
十
九
号
に
規
定
す
る
文
書
法
務
課
長
が
送
付
す
る
光
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
た
電
子
保
管
文
書

を
適
切
に
保
管
（
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
十
八
号
に
規
定
す
る
「
保
管
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
し
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
所
長
に
あ
っ
て
は
当
該
電
子
保
管
文
書
を
適
切

に
保
管
又
は
保
存
（
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
十
九
号
に
規
定
す
る
「
保
存
」
を
い
う
。
）
を
す
る

も
の
と
す
る
。
 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
が
さ
れ
て
い
る
電
子
保
管
文
書
（
本
庁
機
関
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
七
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
 

４
 
電
子
保
管
文
書
の
廃
棄
、保
存
期
間
の
延
長
及
び
保
存
期
間
を
経
過
す
る
前
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
規
則
第
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

（
文
書
法
務
課
）
 

                

                                       

様
式
第
８
号
 
削
除
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